
� はじめに

野島（１９９７）は、心理臨床家を目指す人

に必要な学習として、体験学習を挙げてい

る。また、入谷（２００４）は、カウンセリン

グの習得においては、一般に、講義や読書

による知的学習と自らの体験を通して学ぶ

体験学習を挙げている。この体験学習に

は、ロールプレイ等により自身がカウンセ

ラー（以下、Co）およびクライエント

（以下、Cl）体験をする実技学習が含まれ

ており、実技学習におけるカウンセラート

レーニングの第一段階として積極的傾聴に

よる会話の展開を身につけることが位置づ

けられる（入谷，２００４）。ここで挙げられ

る積極的傾聴（以下、A.L）とは、相手を

分かろうとする働きかけとして聴くことを

行おうとすることである（佐治・岡村・保

坂，１９９６）。そこで、A.Lは、�簡単な受
容、�繰り返し、�明確化、�支持（サ
ポート）、�質問（リード）の５つの技法
からなる。

中地・曽・金子（２００３）によるCl体験の

報告では、Coが「明確化」を使ったこと

によって、自身の感情の焦点付けと自己理

解を促進させる役割を果たしたのではない

かと述べている。加えて、Coが自身の感
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要 約

本稿では、まず大学院での臨床心理士養成のための教育の一貫として課せられた全１４回

の積極的傾聴の実習の構造を述べる。次に�指導教員の積極的傾聴のデモンストレーショ
ンにおけるクライエント体験、�大学院生同士の積極的傾聴におけるカウンセラー体験、
�大学院生同士の積極的傾聴におけるクライエント体験について報告する。そして考察で
は、この３つの観点から論じる。考察の結果、�では、実習を行う上での方向付けや、目
指すべきモデルとなること、�では、実習を重ねるなかで、自身の成長や自己理解につな
がったこと、�では、クライエントの立場からカウンセラーに求められる態度や姿勢を感
じ取ることができたことが示唆された。
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情や気持ちの変化を中心に、A.Lの姿勢で

聞き続けたことにより、心の整理にもつな

がり、肩の荷が下りたような楽な気持ちに

なったとも報告している。この報告から、

CoがA.Lの技法を用いて面接を進めていく

ことは、Clの自己理解や話すことによる浄

化の効果が得られたことがうかがえる。ま

た、斉藤・多和（２０１４）は、A.Lのトレー

ニングを行うことは、カウンセリングの初

学者にとって重要な体験となり、初学者は

A.Lを身につけた上で実際のカウンセリン

グに臨むことが求められると述べている。

この度、カウンセリング初学者である筆

者らは、大学院の授業の一貫として、自身

がCo役、Cl役を体験するA.Lの実習と指導

教員によるデモンストレーションの体験と

観察学習をする機会を得た。なお、指導教

員においては３つのコミュニケーション・

チャンネルを意識するよう指導を受けた。

３つのコミュニケーション・チャンネルと

は、�言語的で文字にできるバーバルコミ
ュニケーション、�言語的で文字にできな
いボーカルコミュニケーション�非言語的
で表情・態度・しぐさで表す、ノンバーバ

ルコミュニケーションである（野島，

２０１４）。

本稿では、まず積極的傾聴の実習の構造

について述べる。次に指導教員によるデモ

ンストレーションでのCl体験、大学院生同

士でのA.L実習でのCo体験とCl体験につい

て報告する。そして、３つの観点（�指導
教員のA.Lのデモンストレーションにおけ

るCl体験、�大学院生同士のA.Lにおける

Co体験、�大学院生同士のA.LにおけるCl

体験）から考察を行う。

� 積極的傾聴の実習の構造

A.Lの実習は、臨床心理学専攻の授業

「臨床心理面接特論」として行われた。

それは「９０分の授業」とその後の「宿題」

の２つで構成された。

「９０分の授業」は、３パートとなってい

た。�３０分間は、前回の授業以後に院生同
士で行った実習のレポート（１４人全員）に

対する教員のコメント、�教員がCo、院

生がClとなっての５０分間の積極的傾聴のデ

モンストレーション、�デモンストレーシ
ョンについての質疑応答をした。

「宿題」は、院生２人がペアとなり、そ

れぞれ５０分間のCo体験、Cl体験の実習を

行う。ペアは各回で変わり、計１４回のA.L

体験をした。Clは自身の話したいこと、話

せることを話題にしていた。面接場所は、

実際の面接が行われる学内実習施設の面接

室とした。両方の体験をした後には、両方

の体験についてレポートを作成し、教員に

メールで送信した。

� デモンストレーションにおけるA.L体

験

A.Lの観察学習のため、授業のなかで指

導教員がCoとなり、全１５回のデモンスト

レーションを行った。Cl役は大学院生で、

１５名がひとりずつ体験し、他の１４名はデモ

ンストレーションの見学をした。Cl役は自

分の話したいこと、話せることを各々話題

にした。デモンストレーションの時間は１

セッションにつき５０分間であり、場所は大

学内の心理教育相談所の一室で行った。な

お、Coが用いた技法はA.Lであった。

上記のデモンストレーション後のCl体験

の報告を整理したところ、�主訴が明確な
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Cl、�面接に対して否定的なCl、�面接途
中で感情が溢れ出したCl、�具体的な内容
を話さないClの４つに分類ができた。以上

の４分類について５人の体験報告を述べて

いきたい。

（１） 主訴が明確なCl＝Aの体験報告

このデモンストレーション面接にあたり

予め何を話すかを考えていった。しかし、

席に座ると多少の緊張もあり、どこから話

し始めようか迷ってしまった。そこで一言

目は、今回の主訴に至った経緯を話し、そ

うしながら自分の考えをまとめたり、その

場に慣れようと緊張をほぐしていたと思

う。また、Coの態度を見つつどこまで具

体的に話そうか様子を伺っていた。Coの

態度は終始落ち着いており、経緯について

の箇所にもくり返しが入った。要点だけで

なく、ここもくり返すのかと思ったが、合

いの手が入っているようで緊張していた私

には話しやすかった。

面接が進むにつれ、Coが「一方では

…、また一方では…という両方の気持ちが

あるのですね」と整理していくことで自分

の悩みがイメージ化していく感覚があっ

た。同時に、悩みとの距離がとれるように

なり全体像を捉えられたような気がした。

後に録音したものを聞き返すと、Coが質

問（リード）を行ったのは一度だけだった

ことに、驚いた。自分の印象としては、質

問（リード）が数箇所入っていたような気

がしていたからだ。Coの言葉をきっかけ

に、自分の気持ちが揺れ動いたり、考えた

りしていたので、質問（リード）をされて

いた印象が生まれてしまったのかもしれな

い。更に、自分が「一般的なこと」と言っ

たとき、Coに肯定や否定の反応があるだ

ろうと思っていたのだが、実際のCoは、

そうですかという態度だった。これが受容

的、支持（サポート）的態度なのかと感じ

た。そのことをきっかけに、そもそもこれ

は一般的なことなのか、なぜ自分はそう思

うようになったのかという根本的な部分か

ら考えるようになった。受容的な態度の重

要さと受容体験ができ、非常に貴重であっ

たと思う。

＜Aの体験報告へのコメント＞

このClは明確な主訴をもって面接に臨ん

でおり、相談姿勢は高いと思われるが、一

言目は、その主訴を話すに至る経緯につい

てから話を始めている。Clのこういった前

置きは、多少緊張していた自分の気持ちを

落ち着かせ、考えをまとめる時間をつく

り、またCoの様子や態度を伺うという意

味合いがあっただろう。指導教員によると

「面接場面において、Clはいつでも、今、

この場で話さなければならないことを話し

ている」。今回のClの場合は、話される内

容そのものではなく話すこと自体に意味が

含まれていた。このことからCoは、Clの

言葉だけではなく、その意図についても感

じ取る感覚を持つことが重要であるだろ

う。

次に、今回の面接をCoの技法の面から

考察してみる。面接開始から２０分程経過し

たころに、それまでくり返しで話を聴いて

いたCoが「一方では…、一方では…とい

う気持ちの両方あるのですね」とClの話を

整理する場面がある。そして「ふたつの

（気持ちの）間で葛藤しているのですね」

「（悩みが）２段重ねになっているようで

すね」と明確化し、悩みの構造についても

言及していく。こうすることで、Clは自分
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の悩みをよりはっきりとイメージ化するこ

とができるようになり、またイメージ化が

できたことによって「悩みを俯瞰的に捉え

ることができるようになっていった」。

また、この面接ではくり返しが多用さ

れ、質問（リード）は面接全体で一度だけ

であった。Coから質問（リード）は沈黙

を破る形で面接の後半に行われた。質問

（リード）の内容は「（ある事柄の）不安

の程度は強いのですか？」という開かれた

質問で、程度の把握についてである。今回

はClの主訴が明確で自らよく話す傾向があ

ったことも、Coから質問が少なかった理

由と考えられる。しかし、質問（リード）

はClにとっては侵襲性のある技法であり、

今回の面接がデモンストレーション用の深

刻でないテーマの主訴であっても指導教員

が慎重にこの質問（リード）を使用してい

る様子が伺える。

Clは後に面接を振り返り、Cl自身に、話

さなければという意識が働いていたことに

気が付いている。今回の面接でCoが質問

して展開を早めてしまうとClが混乱してし

まっていたかもしれない。更に、ネガティ

ブな内容を質問（リード）で広げると、Cl

の感情が溢れてコントロールができなくな

ってしまう危険性もある。不安というネガ

ティブな感情が取り上げられていたことも

今回の内容では質問（リード）がほとんど

使用されなかった理由だろう。反対に、面

接に対して否定的なClの面接場面では、Co

の質問（リード）が大いに活用されてい

た。

最後にCoの態度について、Clが「一般

的だ」と考えていたある事柄を話す場面を

あげて考察する。このときCoは、言葉で

はくり返しを用い、態度は、あなた（Cl）

はそう思うのですねというような落ち着い

たものであった。その落ち着いた態度がCl

の気持ちに変化を与えることとなった。

「一般的」という言葉をCoがただ受けと

めたことによって、「肯定や否定の反応が

あるだろうと思っていた」Clの予想が外れ

たのである。そして、そのことがClに「な

ぜ自分は一般的だと考えるようになったの

か」という根本的な部分から思いをめぐら

せるきっかけをつくった。また同時に、一

般的なことなので自分もそうしなければな

らないというClが作っていた義務感からの

解放にも繋がった。しかし、Clはそのよう

な渦中にいながら面接場面ではCoにそれ

を伝えずに面接が終了している。それは、

Clは自身に起こったことについてまだ自分

の中で確かめている最中であり、それを言

葉にするまでにまだ時間を要したことが理

由であると考えられる。主訴が明確で思っ

たことをよく話してくれているように見え

るClであったとしても、すべてを話してい

るわけではなく、また話す姿勢も、話さな

ければという意識によるものかもしれな

い。このとから、CoはClが話してくれて

いることに安心せず、常に気を配ることが

重要であると考える。

（２） 面接に対して否定的なCl＝Bの体験

報告

院生が見学している中で行われる面接で

自分のことについて話をしたくないと感

じ、面接に対して否定的な態度で臨むこと

にした。面接中は基本的に自分から言葉を

発することはなく、Coから質問（リー

ド）を受けても自分の気持ちや考えを一切

示さないような言葉を選んで答えた。表面
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上は上記の通りに振舞っていたが、頭の中

ではCoからの質問（リード）について考

え、様々な感情が渦巻いている感覚があっ

た。面接の序盤において、Coの質問

（リード）に対して、この面接の中で最も

強い口調で反応する箇所があったが、ここ

では非常に動揺していた。

また、面接の中盤からはCoの質問

（リード）に「わからない」という言葉で

返答することが多々あった。しかし、面接

が進むにつれ、Coの質問（リード）が自

身の確信に近づいてきているように感じ、

「わからない」という返答ができずにいた

り、声が弱々しくなってしまう箇所が増し

ていった。この状況下でCoは「わからな

い」という言葉について多様な角度からの

解釈をClに提供した。このため、自身では

悩みだと気付いていなかったことについ

て、悩みだと自覚すると同時に答えを見つ

け出す等、新たな気付きにつながっていっ

た。加えて、Coが「わからない」というCl

自身の状態を受容してくれたため、これま

で体験したことのない感情が自身の中に生

じた。この面接では、言葉を数多く発する

ことがなくても、Coが丁寧にそれらを拾

うことで自身の中に新たな感情が芽生えた

り、心が揺さぶられたりするという、貴重

な体験ができた。

＜Bの体験報告へのコメント＞

Clは、前半部分では面接に対して否定的

な態度で、Coの質問（リード）に対して

ほとんど考えず「なにもないです」や「わ

かりません」という回答を機械的に行って

いた。そうしたClの否定的な態度および

「わかりません」という発言に対してCo

は「わからないという言葉を発するという

ことは、非常に大事なことが言われている

っていう感じがしていますね。だから、少

なくともわからないと言ったからって責め

たり批判したりっていう気持ちは全くあり

ません」と述べていた。これは、Coの受

容・共感的な態度であったと考える。Co

はこのような態度を言語的および非言語的

に表現すること、そしてClにとって切り込

んだ質問（リード）をすることにより、Cl

には話さなくても頭の中でCoからの質問

（リード）に関することについて考え、気

持ちが揺さぶられるという体験があった。

それに伴い、Coへの態度も否定的なもの

から肯定的なものへと変化していき、Co

の質問（リード）に対してしっかり考えて

返事をするようになった。Coが受容・共

感的な態度を明確に提示することにより、

Clに安心感を与え、変化を生じさせたと考

えられる。また、Clが黙っているために生

じる沈黙が、Clにとって有効な時間になる

ようなCoの対応が重要になってくると考

えられる。

一方で、特に序盤のClに対する言葉かけ

やメスを入れるような質問（リード）は慎

重に行わなければいけないと思わせる場面

も存在した。Coからの「わからないとい

う状態を色に例えると白色に近いですか、

黒色に近いですか」という質問（リード）

に対してClが一度「わからない」と答えて

いた。それに対しCoは「わからないとい

うことですが、クリアーにはわからないに

しても、わからないという今の自分の感じ

は黒色寄り、白色寄りと多少どっちかって

いう…」と再度尋ねた。その際にClは質問

（リード）を途中で区切って「わからない

です」と強めの口調で答えていた。デモン
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ストレーション終了後にCoはこの質問

（リード）について、Clの発言を誘発しよ

うとして「Clを誘惑した」と述べており、

この時のClの心情としては「Coが自分の

中に入ってくるようで怖い」というもので

あった。仮に、上に述べたように面接後半

でClが肯定的な態度に変化した後にこのよ

うな質問（リード）をしたら、序盤と比較

して異なった返事が返ってくるのではない

かと考えられる。こういったClにメスを入

れるような質問（リード）は慎重にかつ、

タイミングを図って行っていく必要がある

ように感じられる。

面接後半は、面接に対して肯定的な態度

になってきた。それと同時にCoの質問

（リード）に答えられない場面や「わかり

ません」という答えが弱々しくなっている

箇所が多々生じた。これは、前半は「答え

たくない」という意志のもと、「わかりま

せん」等の言葉を用いて拒否していたのだ

が、後半は「答えられない」「わからな

い」という気持ちがCl自身の中で渦巻いて

いたのだろうと考えられる。否定的な態度

のClに対し、「わからない」という一言に

対して多様な角度からの解釈を提供するこ

とや、Coが感じていることを述べること

により、５０分という短時間の中でClの気持

ちに大きな変化や新しい気付きを与えるこ

とができた一例であると考えられる。言葉

数が少ないClだからこそ、発せられる一言

一言には重要なメッセージが込められてい

ることにCoは気づき、そのメッセージを

きちんと受け止めていかなければならない

ということを、このデモンストレーション

で学ぶことができただろう。同時に、面接

に対して否定的なClの気持ちの変化を考察

することで、今後の臨床経験に大きく役立

つと考えられる。

（３） 面接途中で感情が溢れ出したCl＝C

の体験報告

長い間心に残っている出来事について話

したいと思いデモンストレーションに臨ん

だ。面接が進んでいくうちに、当時の出来

事が生々しく思い出され、自分の気持ちを

整理することが難しくなった。しかし、自

身から溢れ出てくる気持ちや事柄のひとつ

ひとつをCoは丁寧に繰り返してくれた。

そのことが、自分の気持ちの整理に繋が

り、自分の気持ちの理解と、溢れ出た気持

ちの浄化に繋がったのだと思えた。Coの

態度は、こちらのペースの半歩後ろから支

えてくれるような感じがしたので、面接

中、話すことへの抵抗はなく、Coに対し

て安心感を覚えていた。一方で、面接中に

出来事を思い出すなかで自身の気持ちの揺

らぎに戸惑いを感じた。Coがその気持ち

に気づいてくれ、その気持ちを、明確化を

用いて言語化してくれた。そのことが、自

身の気持ちの揺れの受容と、理解につなが

ったと感じる。Coは面接の大半をくり返

しにより展開していった。そのためかCo

に受容されている感じを受けた。

＜Cの体験報告へのコメント＞

このようなClに対して、傾聴がもたらし

た大きな効果としてカタルシスが挙げられ

るだろう。カタルシスとは、ギリシア語で

「浄化」の意味であり、「抑圧された感情

や葛藤などを自由に表現させることにより

心の緊張を解く方法」（中島・安藤ら，

１９９９）である。

面接内容を振り返ってみると、Clから溢

れ出てくる気持ちや事柄のひとつひとつを
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Coは丁寧にくり返していた。このCoの態

度に対し、Clは「（Coのひとつひとつの丁

寧なくり返しが）自分の気持ちの整理に繋

がり、自分の気持ちの理解と、溢れ出た気

持ちの浄化に繋がったのだと思えた」と後

に述べている。一方Coは「感情が噴出し

てきているときは、あえて質問は入れな

い。言葉に置き換えて、定着させていくこ

とを心がけた」と述べていた。この理由と

して、質問（リード）することにより、こ

れ以上感情が溢れ出すことで自分の感情が

コントロールできなくなることを防いだ点

が挙げられる。そして、Coのこのような

態度が効果的だったことは、前述したClの

言葉からもうかがえる。これは、傾聴を通

してClにカタルシス効果が生まれたといえ

るのではないだろうか。

また、A.Lの効果の一つに空間を作ると

いうものがある。この空間を作る効果とし

て川野（２００４）は「人は、自分の感情や思

考があることで充ち満ちてしまうと、ぱん

ぱんの状態になり、はち切れんばかりにな

る。そのぱんぱんの状態では、何も新しい

ものや別のものは入ってこない。いわゆる

「いっぱい、いっぱい」の状態で、どうに

もならない」と述べており、そんな状態を

A.Lにより「言葉にして表現することで、

ぱんぱんの心に空間ができる。そうするこ

とで、新たなものや別のものが入る余地が

できてくる」という点を挙げている。

川野（２００４）の言葉を踏まえると、今回

のClは空間を作る作業をA.Lを通して行っ

ていったのではないだろうか。A.Lを始め

るまで、Clは主訴のことで自分の感情や思

考が満ちてしまっており、新しいものを取

り入れる余裕がなかった。このことは、面

接の中でClが話した、「（主訴のことを）最

近ずっと考えてしまう」といった言葉にも

表れている。つまり、心がぱんぱんの状態

だったのである。従って、このClは、今回

のA.Lを通して抱えていたものを言葉や涙

という形で外に出せたことにより、心の中

に空間が生まれ、新しいものが入ってくる

スペースができたと考えられる。

（４） 具体的な内容を話さないCl�＝Dの
体験報告

５０分間のCl体験から自己理解を深めると

いうことを実際に体感することができた。

その大きな要因としてまず考えさせる質問

（リード）が多かったことが挙げられる。

例えば、曖昧なワードで説明したこと

は、Clの私自身も分かっていない部分が多

い。そこをCoから「もう少し具体的に」

や「もう少し別の言葉で言えるか」と質問

（リード）されることは、改めて私自身に

問題がどのようなものかを考える機会につ

ながった。

また、Coのくり返しや明確化も自己理

解を深める上で非常に効果的に働いていた

と思う。Coが行ったくり返しは、私に自

分の話はCoに受け入れてもらえている、

理解してもらえているというような受容さ

れている感覚を生んだ。更に、くり返しや

明確化をしてもらうことで、それらの言語

表現が自分の心の感覚と合っているか、考

えることができた。

これらを考えられたことは、自分の抱え

ている問題への理解、引いては自己理解へ

とつながる過程だったと思う。このよう

に、問題の内容を話していないにも関わら

ず、Coと問題を共有している感覚を持つ

ことができ、自己理解を深める経験ができ
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たのは、自分自身驚いたことだった。同時

にA.Lが持つ効果を、このように実体験を

通じて感じることができ、非常に貴重な経

験ができたと思う。

（５） 具体的な内容を話さないCl�＝Eの
体験報告

「自分から積極的に話をすることが得意

ではなく、かつ自分のことを見学している

院生に知られたくないという思いも多少あ

り、話の内容も明確には言わず、抽象的な

話題にした。こういった抽象的に話すClに

対し、Coはどのように面接を展開してい

くのか知りたいという思いもあった。抽象

的な内容にもかかわらずCoは、抽象的な

ままでいい、そのことについて話さなくて

も良いということを述べたので、どこか気

後れしてしまった。

話をしている時は、全く気にならなかっ

たが、後に思い出すと、自分の中に侵入し

てきているような質問（リード）があった

なと思える箇所もあった。これまで気にし

ていなかったことや考えたこともなかった

ような質問（リード）があり、自分を見つ

め直すことができた。

また、話していくにつれ、隠さなくて

も、知られてもいいかという気持ちにな

り、面接が終わる頃には、抽象的にしてき

たことを全て話してしまおうかなと思って

いた。それは、Coに対して信頼感がもて

たこと、自分の悩みは 大したことではな

いのかもしれないと思ったこと、周りに知

られたからと言って今の状況が変わるわけ

ではないような気がしたことが挙げられ

る。１時間にも満たない面接で、ここまで

気持ちが変わってしまうのかということに

も驚きであったし、これがカウンセリング

の力なのだなと痛感した。

＜D，Eの体験報告へのコメント＞

今回のClは、問題に対しての自分の気持

ちやイメージなどは語るが、その内容を具

体的には話さなかった。CoはそんなClに

対し、問題内容を聞かずに効果的なカウン

セリングをしていくことが求められた。こ

のような状況下で行われた今回のA.Lは、

一種のフォーカシング（focusing；焦点づ

け）のような効果をもたらしていたのでは

ないだろうか。

フォーカシングについて日笠（２００３）は

３つの鍵概念を用いてこう説明している。

「個人の内側で、�フェルトセンス（felt

senses）と呼ばれる、言葉になる以前にか

らだで感じられる実感に、�やさしくゆっ
くりと受容的に興味を向けてつきあってい

き、�そこから変化が自然に生まれるプロ
セス」。また、フェルトセンスについて

「単なる感情だけでなくからだの感覚とし

て直接感じられるもの。最初ははっきりこ

とばで表現できるような意味はなく、漠然

とした感じ」のものとも述べている。フェ

ルトセンスには、身体の感じ（身体感

覚）、気持ち（感情）、イメージ・象徴的表

現、物語・生活との関連・ことがらという

４つの側面がある。その中でも「からだの

感じを一番大切にするが、からだの内側に

注意を向けたときそこにあるもの、出てき

たものはどれも大事」（近田・日笠編，

２００５）とされる。そして、このようなポイ

ントを押さえ、Cornell（１９９４）による

と、フォーカシングは�からだに注意を向
ける�フェルトセンスをみつける、あるい
は招く�ハンドルをつける�その感じとつ
きあう�終わりにする、という５つのステ
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ップで進んでいく。なおハンドルとは、か

らだの内側で感じている感じにぴったりの

言葉（または文章）やイメージ、あるいは

音やジェスチャーのことである。

では、前述したフォーカシングの内容を

踏まえ、Cl DのA.L場面から、問題内容を

具体的に話さないタイプの面接内容につい

て振り返りを行いたい。面接序盤、Clは自

身が抱える問題に対し「もやもやした感

じ」と述べていた。それをCoの「もやも

やした感じをもう少し違う言葉で言えます

か」という質問から、あらゆる方法での表

現を試みていった。色に例えたり、「もや

もやした感じ」に対する自分の気持ちを述

べていったり、その問題を木の枝に例えた

りといった具合にである。これは、フォー

カシングの流れにある、�フェルトセンス
をみつける、あるいは招くというプロセス

や�ハンドルをつけるというプロセスに相
当するのではないだろうか。つまり、まず

自分の中にあるもやもやした感覚＝「フェ

ルトセンス」に目を向け、その感覚につい

て、しっくりした表現を探していく。その

探していく過程で、Coはくり返しや明確

化、質問（リード）などを行いながら、Cl

がしっくりくる表現を見つける手伝いをし

ていったということである。Clは自分が感

じたことを言葉で表現していくが、Coが

くり返しをすることにより、改めてその表

現でしっくりくるか確かめることができ

る。近田・日笠編（２００５）も「伝え返しの

対象は、「はっきりしないけれど確かに感

じられる体験＝フェルトセンス」であり、

傾聴の目的はそれを通して体験過程の流れ

を促進することである」と述べており、く

り返しの重要性を指摘している。明確化に

ついても同様だ。Clが話した内容からCo

が明確化することによって、Clはその表現

でしっくりきたか確かめることができる。

もし違っていれば、しっくりくる表現を新

たに探すことになる。このように明確化も

くり返し同様、フォーカシング・プロセス

を促進させる役割を果たしているといえ

る。そして、Coの質問（リード）からフ

ェルトセンスの中味について、また現実と

の関連など、さらに踏み込んだ考えにつな

げていくことができる。こうしたやりとり

が、Clがセッション終了後に話した「話す

前より胸のもやもやがスッキリした感じが

する」という言葉に表れるような、自己理

解や心の整理につながっていったと考えら

れる。

� 大学院生同士のA.L実習の報告

（１） A.L実習におけるCo体験の報告

大学院生５名によるA.L実習全１４回のCo

体験を、序盤、中盤、終盤に分け、以下に

まとめた。

１）序盤でのCo体験の報告

相手の話を聞きながら、自分の意見を言

いそうになり、それを言わずに飲みこむこ

とにつらさを感じた。／話の聞き方がCoと

いうより、インタビュアーになってしまっ

た。／Coのキャパシティの狭さ、Co自身の

枠組みでしか物が見られていないことに気

が付いた。「自分自身にとって」の視点は

脇に置き、「Clにとって」の視点を大切に

するべきであった。／「Cl役が話している

のを邪魔しないように」という意識が働

き、積極的な繰り返しや明確化、質問がで

きなかった。／話を聞いていて、自分の中

にいろいろな思いが生まれた。それを脇に
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置いて繰り返しを行ったり、共感の部分を

広げていった。／相槌に意識が向きすぎ

て、繰り返しがほぼできずに終わってしま

った。繰り返しを挟むタイミング、頻度、

内容のピックアップに難しさを感じた。／

Clの発していることと、感じていることが

矛盾しているように感じた。「こんなこと

聞いていいいのか、こんなことを聞くと相

手を傷つけてしまうのではないか」という

ような思いから、「質問」をすることに慎

重になりすぎた。／時間がたつにつれ、少

しずつ質問や繰り返しを挟めるようになっ

たものの、後日録音したものを聞いてみる

と論点がずれているように感じた。／Clに

よって、話の速さと間合いの取り方が違う

ことを実感した。／Cl役に話したいテーマ

がはっきりとあるときは、あまりそのテー

マから話がそれないほうが良いのか、それ

とも最初のテーマにそこまで縛られず、ど

んどん話を展開させていったほうが良いの

か。／展開を考えてしまい、Clの心の動き

について行っていないことに途中で気が付

く。／自分は相手の話を聞いている時、頷

きとして使っている言葉が多すぎるなと感

じた。話は聞いているが、適当に聞いてい

るのではないかとClに思われてしまわない

ために、頷きの言葉を少し減らそうと思っ

た。／「話を展開していって問題ない」と

いう授業中での教示から、話の展開を心掛

けた。ただ、その方法を「質問」だけでな

く、「繰り返し」や「明確化」などを積極

的に使いながらの展開を意識した。その

際、自分の中でまとまっていないうちに

「繰り返し」や「明確化」をしてしまい、

何を言いたいのかわからなくなることがあ

った。／面接中に気づかなかったボーカル

の変化に録音で気づき、自分の中で新たな

課題を見つけた。／話を聴く中で、Clの中

の「○○な面」と「△△な面」といった二

つの相反するものを感じた。Clの抱く気持

ちは相反するものが同居し、それが揺らぎ

を起こしているのではないかと考えた。

＜序盤へのコメント＞

Coとしてのスキルを磨くための発見が

次々と生まれるとともに、様々な疑問も生

じている時期であった。

発見や疑問点については、A.Lの技法そ

のものに対してのものが多かった。例え

ば、「くり返しを挟むタイミング・頻度・

内容のピックアップが難しい」という意見

が多く挙がった。また、「Clが話したい

テーマを明確に持っている時、そのテーマ

から離れていかない方がいいのか、それと

も質問（リード）などの技法を用いて話を

展開させていった方がいいのか」という疑

問も挙げられた。こういった疑問点につい

ては、毎週レポートを提出することにより

指導教員からその都度指導・アドバイスを

受けることができた。そのため問題解決だ

けでなく、全体でシェアリングをすること

ができ、自分が気付くことができなかった

点についても新たに知識を身に着けること

ができたと考えられる。

２）中盤でのCo体験の報告

自分と同様の悩みを持っているClであ

り、自分の気持ちが揺さぶられることがあ

った。どんな悩みを持ったClが相手でも、

自分の気持ちの変化には敏感になることを

心がけようと考えた。／話が一区切りする

まで、「繰り返し」をしないという姿勢で

いたところ、それまでの一連の流れについ

て繰り返しを行ったため、Coの「繰り返
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し」がとても長くなってしまっていること

に気が付いた。／指導教授の「水を差す」

ことを意識。／確実に要点をついた繰り返

しや明確化を行うためには、こまめに挟む

ことの重要性を改めて感じた。／指導教授

から「Clが話している時であっても合間を

見つけてこまめに“繰り返し”を入れるの

が良い」という教示があったため、「話の

隙間を見つけて、こまめに繰り返す」こと

を意識する。そうすることで、「繰り返し

が長くなってしまう」という点が改善され

た気がした。／話すテンポの速いCl役。テ

ンポにうまく乗れるように意識して聴い

た。シェアリングで、相手に少し深く入っ

てしまった質問があったことを知る。Co

役は、簡単な事実確認の質問という認識だ

ったため、驚く。「質問はメスである」と

いう言葉を改めて感じた。／「繰り返し」

をこまめに入れようとするあまり、Co役

の言葉を発するタイミングを計ることに意

識がいき、気持ちが慌ててしまった。その

慌てる気持ちがテンポに反映され、ペース

が少し早くなってしまった。／「一つのこ

とに集中してしまうと、同時進行で別のこ

とに意識を向けられない」という自分の癖

に気づき始める。

＜中盤へのコメント＞

序盤と同様にA.Lの技法に奮闘しつつ、

Clの気持ちやコミュニケーションチャンネ

ルのボーカル、ノンバーバルの面にも意識

を向けることができるようになってきた時

期であった。

序盤において生じた疑問点が授業中に解

決され、A.Lの技法を実習中に積極的に用

いることができ、Clが話していること以外

の面にも目を向けることができるようにな

ったように感じられる。例えば「Clは面接

が進むにつれ徐々にリラックスしてきてい

ることが感じられた」ということや、「Cl

は様々な出来事をについて話してくれた

が、事実の裏側にある感情について引き出

すことができず、展開ができなかったよう

に感じられた」というような発見などが挙

げられる。その一方で、技法に意識を向け

すぎて空回りしてしまったり、慌ててしま

ったりしていることもあった。例えば「く

り返しをこまめに挟もうとするあまり、言

葉を発するタイミングを計ることに意識が

いき、気持ちが慌ててしまった」というこ

とがあった。Clの話に意識を向けつつ、こ

ちらからどうアプローチしていくかを同時

に考えていくことの難しさを体験すること

ができ新たな課題を発見できたように考え

られる。

３）終盤でのCo体験の報告

自分は繰り返しばかりをしていると感じ

る。また、明確化をしているつもりでも明

確になっていなかった箇所もあり、全体的

にぼんやりしている印象。面接の雰囲気

も、深まっているスピードのない感じがし

た。指導教授が「繰り返しだけだと、深ま

るスピードが遅い。明確化、質問を入れる

と速くなる」と仰っていたのを理解した。

／「面接後半になると、繰り返しを挟む頻

度が落ち、それと同時に繰り返しが長くな

ってしまい、要点がつかめなくなってきて

いる」という自分の癖に気づき始める。／

Clの話を聴いていく中で、そのClに対して

何かを発信したいと思うようになった。し

かし、伝えたくても伝えられない、見つか

りそうで見つからないといったもどかしさ

を抱える回になった。Clと関わることによ
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る、Co自身の気持ちの揺れを意識するこ

とも重要であると考えた。／セッションの

途中で話が堂々巡りになっているように感

じ始めたため、何か質問をしようと考え

た。しかし、どういった方向から質問すれ

ば良いかとても悩んだ。自己理解を深めら

れるような質問をするのは難しいと思っ

た。／面接を進めていく中、幾分か経って

から、Clはほとんど私のほうは見ずに上を

見ながら語っていたことに気が付いた。そ

の時「この人の話し相手は私じゃないので

は……？」といった気持ちになり、どう私

の声を届けようか私の中で難しさが生じ

た。／傾聴していく中で、話が展開する大

きなポイントと言えるものがあった。それ

はClなったワードに対し、質問した時だ。

それから話は当初の話とは違った話に展開

していった。すると、しばらくしてCl役か

ら「もしかしたら最初に話した○○も、今

話した△△が影響していたのかもしれな

い」という言葉が出てきた。思いがけぬも

のが結びつくという気づき。自己理解が進

んだのかもしれないと感じた。／録音を聴

くと、自分の言葉数が多く明確化がぼんや

りとしたものになっている感じがした。自

分の予想の言葉をつけて話しているところ

もあって、そこが余計な部分に聞こえた。

きっと、考えながら喋っているのでそうな

るのだろうと思う。パッとCl役の気持ちの

半歩先を言語化できるようにしたい。／最

後だからと気合を入れすぎて空回り、全体

的にうまくいかない回になってしまった

が、気合を入れると空回りしてしまう自分

に気が付くことができた。／録音を聞き直

すと、ここでこの質問を挟めばもっと話の

流れも変わったのになあと思うところが多

かった。面接の最中では、全くそこまでの

余裕がなく、質問を挟むことも、繰り返し

をスラスラ行うこともできなかったので、

どのようにしたらスラスラ繰り返しをして

質問を挟むことができるのだろうかと考え

を巡らせたが、もっと回数を重ねることが

必要なのではないかと思った。／質問する

ことの難しさを改めて感じた。セッション

の中で話がどんどん展開していき、私はそ

れについていった。そして自己理解が深ま

っていると感じた時、当初のテーマに立ち

返って再びClの気持ちを尋ねる質問をし

た。そうした質問が、さらにClの自己理解

を深めることにつながると思ったからだ。

はたしてこの「質問」が自己理解を深める

ことにつながったのか、傾聴練習を重ねれ

ば重ねるほど、この「自己理解が深まる質

問」をすることへの難しさを感じる。

＜終盤へのコメント＞

序盤・中盤で生じたA.Lの技法に関する

課題を乗り越え始め、Clに意識を向けるこ

とができた時期であった。

Clの目線からCl自身の状態や相談姿勢、

そして話の内容について新たな気付きを得

ることができたのが、この時期の最大の成

長点であるように感じられる。例えば「面

接の中盤、ClはCoの方を見ずに上を見て

話していた」ということや、「ネガティブ

な話題にはついていくよう心掛けていた

ら、ポジティブな面も話されるようになっ

た」ということに気付くことができた。回

数を重ねるだけでなく、毎授業で指導教員

から指導を受けることができたこともこの

成長につながっていると考えられる。同時

に「言葉数が多く、明確化がぼんやりして

いる」、「面接後半になるとくり返しを挟む
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頻度が落ちる」などといった自分の癖を見

つけることができた者もいた。自分の癖を

自覚するということは、今後実際にカウン

セリングをする際に非常に重要なことであ

るが、自覚をするまでには時間がかかるた

め、定期的に練習を行い続けることがカウ

ンセリング初学者には不可欠であると考え

られる。

（２） A.L実習におけるCl体験の報告

大学院生１名による、全１４回のA.L実習

におけるCl体験の報告を、序盤、中盤、終

盤に分けて行いたい。

１）序盤でのCl体験の報告

＃１初めてのCl体験では、私が話す内容

をCoがくり返してくれるといった、日常

生活では体験したことのない感覚を覚え

た。話したことをそのままくり返しをされ

る経験がなかったため違和感や慣れなさを

覚えたが、Coが丁寧に私の言葉を拾って

くれたため、心地よさを感じた。また、＃

２では、Coが私の「イライラ、モヤモヤ

する」といった感情に焦点を当てた質問を

してくれたことで、自分の感情を見つめる

ことができた。＃３ではこれまでとは違っ

た話しにくさを感じた。理由としては、Co

がしてくれた明確化が当時の私にとって、

鋭く受け止めにくかったことと、Coの表

情に硬さを感じたことがあるのではないか

と考えた。＃４では、身体に違和感を覚え

たり、目線をどこに定めようか落ち着かな

い気持ちになった。現在話している内容の

ほかにも何か、話したいことがあるのでは

ないのかと不思議な気持ちになった。＃５

では、＃１＃３と同じ事柄について話をし

た。１つの事柄について話すことにだんだ

ん慣れてきたのか、その事柄が自分にとっ

てどのようなものなのかということが、だ

んだんと核心に近づいてきたような感覚が

した。また、話していくうちにその事柄に

対する自分の気持ちが離れていっているよ

うな感じがした。

２）中盤でのCl体験の報告

＃６では、Coが私の話に共感を示して

くれたのか、徐々に私よりも怒りの表情が

みられた。共感してくれたことに対して、

嬉しい気持ちもあったが、Coの表情にこ

ちらが驚いてしまい「これ以上話さない方

が良いのではないか」という気持ちにもな

った。＃７では、Coが私が話すことに対

し、ほとんどくり返しで反応していたこと

が印象的だった。Coが丁寧に話を聴いて

くれたことに対してはとても心地良さを感

じたのだが、何となく物足りなさを感じ

た。＃８では、私自身にショックを受ける

ような出来事があったので、Cl体験の時は

ずっと涙を流していた。涙を流しながら混

沌とした気持ちを吐き出していたので、自

己理解よりもカタルシス効果の方が当ては

まるような感じがした。複雑な気持ちの中

にいる私にとって、Coのくり返しや受容

はBGMのような感覚があり、あまり気持

ちに入ってこなかったのだが、Coが見守

る姿勢でいてくれたため、終盤には「泣き

すぎて頭が痛いな」など、少しだけ自分を

客観的にみられるようになった感じがし

た。＃９では、Coが私の言葉をすべてく

り返していたところにとてもやりにくさを

感じた。そのためあってか、面接というよ

りも義務的に行う作業といった表現の方が

当てはまるのではないかと思った。＃１０で

は、いつも以上にCoに対して安心感を覚

えたため、私の気持ちや不満、状況を話し
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すぎてしまい、途中何度か怖く感じたこと

があった。話したことへの後悔はしていな

いが、後に退けないような感覚があって、

恐れを感じたことがあった。

３）終盤でのCl体験の報告

＃１１では、Coに対する自分の態度の大

きさに違和感を覚えた。Coに話した事柄

が自分にとって大切なことであったから防

衛的になってしまっていたのではないかと

感じたが、Coに好感を覚えているにも関

わらず、このような態度をとってしまった

自分を不思議に思った。＃１２では、Coが

面接の始まる前に「こんにちは」と笑顔で

挨拶をしてくれたため、緊張がほぐれ、Co

に対する親しみを抱いた。その後もCoへ

の印象は変わらず、CoとClの最初の出会

いは肝心なのだと思った。＃１３では、Co

と仲が良かったため、どんなことを話して

良いか不安があったが、Coが丁寧に話を

聴いてくれたため、これまでの関係を意識

せずに話すことができた。＃１４では、Co

のくり返しが私の気持ちに合ったものだっ

たためか、初めて、自分の気持ちのなかで

の２つの対立する感情を意識し何が自分の

なかに存在しているかを理解することがで

きた。また、これまでのCl体験のなかで、

ようやく話をする機が熟したのではないの

かとも思い、私の話をするタイミングとCo

の姿勢や技法がマッチしたのではないかと

感じた。＃１５では、驚くことCoが面接中

に居眠りを始めたため、これまでのしんみ

りとした雰囲気が一変し、些細なことでで

あっても悩みを話している自分に可笑しさ

を覚えた。面接中何が起こるかは予測不可

能で、些細なことから面接の雰囲気が変わ

ることを意識していこうと思った。

＜序盤・中盤・終盤へのコメント＞

まず＃１では、話したことをA.Lの技法

を介して反応されるということに違和感や

慣れなさを感じた。そこには、A.L実習で

のCo－Cl間でのやりとりが非日常であっ

たことが示唆される。次に＃２、１２、１３で

は、Coの話しやすい態度や、Coが自身の

感情に焦点を当てた丁寧なくり返しによ

り、Cl自身が自分の感情を見つめなおすと

いった自己理解を促進したのではないかと

考えられる。しかしながら＃３、６、１５で

は、Coの鋭い明確化やこちらが驚くほど

の共感を示されたこと、Coの表情の硬さ

や怒りの表情、居眠りといった態度に話し

にくさを感じた。これらの点から、Coの

発するノンバーバルコミュニケーションの

あり方がCl自身の話しやすさに影響したの

ではないかと考えられる。そこから、Co

がClのノンバーバルコミュニケーションを

理解するこが重要ではあるが、Coから発

せられるコミュニケーションチャンネルも

重要であることが推察される。

＃１０ではCoに安心感を覚えたため、話

していくうちに恐れを覚えてしまうほど

Coに自身の想いや気持ちを話してしまっ

ていた。この点では、Clは自身が話しがで

きるタイミングでないのにもかかわらず、

Coに安心感を覚え話してしまったことが

示唆される。そこから、CoはClが今話し

ていることがCl自身に合っているのかを感

じとることも求められるのではないのかと

考えた。だが、相対的に＃１４ではCl自身の

話すタイミングとCoの技法、態度が一致

していたのではないかと推論できる。その

ため、Clが話したとき、自身のなかに存在

する感情への理解が得られたことが示唆さ
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れる。

＃４では、話している最中に身体に違和

感を覚えることがあり、＃１１では、Coに

話をしているときの自身の高圧的な態度に

違和感を覚えた。＃４では、現在話してい

ること以外にも、Coに伝えたいことがあ

ることがあるため、言葉に変わって身体表

現で表していたことが考えられる。反対に

＃１１では、何かCoに悟られたくないこと

があるため態度で防衛していたのではない

かと推論できる。これらから、Clのバーバ

ルコミュニケーションだけではなく語られ

ないノンバーバルコミュニケーションにも

重要なことがあるということが理解でき

る。最後に＃７、９では、Coがこちらの

応答にくり返しばかり用いていたため、面

接に対して、物足りない感覚や、義務的な

作業のような感覚を覚えていた。反対に＃

８、１３、１４では、CoのA.Lの技法の良し悪

しよりも、安心できる態度であったこと

が、５０分間心地よく話すことができたのだ

と考えられる。その点から、Clがいかに安

心して５０分間話ができるかに関わってくる

ことは、Coの技法も重要であるが、第一

にClが安心できるような態度が求められる

のではないかと考えられる。

V 考察

（１） 指導教員のA.Lのデモンストレーシ

ョンにおけるCl体験について

指導教員のA.Lのデモンストレーション

のCl体験、また観察学習を体験したことに

よってA.Lの意義や効果を感じることがで

きたのではないかと考えられる。A.Lによ

るカタルシス効果が、問題で満たされたCl

の心に余裕を作り出したこと、明確化の技

法により、Clの悩みの構造について自己理

解が進んだことがうかがえる。また、フ

ォーカシング的にA.Lを用いることによ

り、話されることが抽象的な内容であって

も、Clのカタルシス効果や自己理解につな

がったのではないかと思われる。そして、

デモンストレーションの観察学習を行った

ことでは、指導教員のA.Lを目の当たりに

することにより、自身のA.L実習での方向

付けや目指すべきモデルになったのではな

いかと考えられ、A.L実習にあたって有益

なものであったと理解できる。

（２） 大学院生同士のA.LにおけるCo体験

について

大学院生同士のA.LにおけるCo体験の序

盤では、自身のスキルや技法を向上させる

ために奮闘していたことがうかがえる。そ

こで体験をする度、授業内での指導教員か

らの教示や全体シェアリングにより、自身

のA.L体験の問題点や改善点への気づきに

つながったことが示唆されたた。そのた

め、そのような機会はA.L実習において重

要なものであったといえるであろう。体験

終盤では、自身のA.Lのあり方だけではな

くCoの気持ちやノンバーバルコミュニ

ケーションにも目を受けていたことがうか

がえる。これは、体験を重ねていくなか

で、Coである自身だけでなくClのことも

目を配れる余裕が芽生え、Co自身の成長

につながったのではないかと推察できる。

（３） 大学院生同士のA.LにおけるCl体験

について

大学院生同士のA.LにおけるCl体験の序

盤では、A.L体験に不慣れであっため違和

感を覚えたこともあったが、次第に自身の

ノンバーバルコミュニケーションやCoに
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伝えたくても伝えられないこと、悟られた

くないことに気づくことができ、Clの心の

ありようといったことも体験することがで

きたのだと考えられる。Cl体験により気づ

きを得たことは、Clが話しやすく安心感を

覚えたCoは、技法にとらわれることな

く、安心感を覚えるような態度や丁寧に話

を聴く姿勢というものが求められるのでは

ないかと推察した。

（４） 問題と今後の課題

本稿では、５名の大学院生の体験報告を

まとめ、考察を行った。しかしながら、A.

L体験をした大学院生全員の体験報告を得

ることがかなわなかったため、A.L体験の

有益性や意義を求めるためには、５名に限

定せず全員の体験報告から考察することが

求められたのではないであろうか。

また、Co役とCl役は、同じ大学院生同

士という関係がすでにあったため、二重関

係を持ちながら実習を行ったことにあた

る。この点を考慮すると、大学院生同士の

A.L体験には、相手に対する遠慮や気遣い

があったことが推察できる。
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